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Ⅰ．はじめに 

　1900年に短篇集『狼の息子』（The Son of the Wolf）
で本格的な作家デビューを果たしたジャック・ロン

ドン（Jack London）は, 1916年12月に死去するま

で200篇近くの短篇小説を書いた。2014年3月に出版

された『いま読み直すアメリカ自然主義文学　視線

と探究』の拙論「ジャック・ロンドン,デビュー

物語―短篇小説と世紀転換期のアメリカ文学市場」

は,ロンドンが短篇小説を書き,投稿していた1898

年から1900年の時期に焦点を当て, 彼の短篇が当時

の文学市場に受容された歴史的要因を説明しながら,

なぜ彼が短篇作家になったのか,その理由を探った

論文である。それから数か月後,同年11月に,かつて

『ジャック・ロンドン・ジャーナル』（ Jack 
London Journal）の編集責任者を務めていたジェイ・

ウィリアムズ（Jay  Williams）が『航行する作家：ジ

ャック・ロンドンの想像力1893-1902』

（Author Under Sail: The Imagination of Jack London, 
1893-1902）を出版した

[1]
。友人や編集者との手紙な

どの個人的な資料だけでなく,世紀転換期の雑誌な

ど歴史的背景に関する資料まで,ロンドンとその時

代に関する膨大な資料を駆使して,ロンドンと想像

力との関係に注目しつつ,作家ロンドンの全体像を

再構成しようとした労作である。そのウィリアムズ

の研究書を読んでいるうちに,拙論に修正すべき点

があることがわかった。その修正点とは,ラドヤー

ド・キプリング（Rudyard Kipling）とハーバート・

スペンサー（Herbert Spencer）に関するものである。

いずれの人物もデビュー前のロンドンに影響を与え

た人物として拙論で紹介しているが,ウィリアムズ

の著作では,彼らとロンドンとの関わりについて,よ

り詳細な検討が加えられている。本稿は,ウィリア

ムズの研究の一部を踏まえて,キプリングとスペン

サーがロンドンに与えた影響について再考察した研

究報告である。

　Ⅱ.　ロンドンとキプリング

　「ジャック・ロンドン, デビュー物語―短篇小

説と世紀転換期のアメリカ文学市場」（以下,「デ

ビュー物語」とする）では、ロンドンが短篇小説

【要旨】本稿は, 2014年3月に発表した拙論「ジャック・ロンドン,デビュー物語」で論じたラドヤード・キ

プリングとハーバート・スペンサーがジャック・ロンドンに与えた影響について再考察した研究報告である。

拙論ではキプリングとスペンサーの影響について論じる際に, ロンドンの短篇小説研究書であるジェームズ・

Ｉ・マクリントックの『白い論理』を参照したが, 2014年11月に出版されたジェイ・ウィリアムズの『航行

する作家』を読んだのち, キプリングとスペンサーの影響について修正すべき点が見つかった。キプリング

の影響については, キプリングの散文を読む前にすでにロンドンは短篇を書くテクニックを身につけていた

ということ,ロンドンがキプリングから影響を受けたのはキプリングの詩であったということである。スペ

ンサーの影響については, ロンドンが1900年に書いたエッセイ「文学的進化の現象」の文体や文学について

の進化論的発想はスペンサーの『文体の哲学』から得た可能性は少ないということである。

キーワード：ジャック・ロンドン, ラドヤード・キプリング, ハーバート・スペンサー, 短篇小説のテクニ

ック, 進化論
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Reconsidering the Influence of Rudyard Kipling and Herbert 
Spencer on Jack London.

-Reconsidering “Jack London’s Debut as a Short Story Writer” 
　

Jinichi KOGOMA

Faculty of Health and Welfare Science, Nayoro City University

Research Report

Abstract: The aim of this paper is to reconsider the influence of Rudyard Kipling and Herbert Spencer on Jack London as discussed 

in my paper, “Jack London’s Debut as a Short Story Writer” published in March, 2014. The discussion on this issue was based on 

White Logic, a study of London’s short stories by James I. McClintock. However, Author Under Sail by Jay Williams, published in 

November 2014, illuminates McClintock’s misunderstandings of Kipling and Spencer’s influence with respect to London’s short story 

writing techniques and his conceptions of literary evolution. Williams suggests that London had already developed his techniques of 

writing short stories before he read Kipling’s stories, that Kipling’s poetry, not prose, influenced London’s writing, and that London 

didn’t get from Spencer’s Philosophy of Style his own ideas of style and literary evolution developed in his essay, “Phenomena of 

Literary Evolution.” 

Key words: Jack London, Rudyard Kipling, Herbert Spencer, short stories, literary evolution. 

Bulletin of Nayoro City University10(2016)

Received December 8, 2015 ; Accepted February 15, 2016
＊Corresponding author（E-mail:jkogoma@nayoro.ac.jp）


	ｐ71
	ｐ72
	ｐ73
	ｐ74
	ｐ75
	ｐ76
	ｐ77

